
血液内科

1）血液がんに対する高度な専門的医療と幅の広い内科領域の診療をバランスよく実践する。
2）造血幹細胞移植を通じてあらゆる内科的疾患への対応能力を養う研修。
3）臨床の現場での問題提起を基にした血液病学の先進的基礎・臨床研究。

診療科（講座）紹介 https://www.hemato.fmu.ac.jp

指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介

血液内科
部長（主任教授） 
池添　隆之

 1 ）日本内科学会（評議員）
 2 ）日本血液学会（評議員）
 3 ）日本造血細胞移植学会（評議員）
 4 ）日本臨床腫瘍学会（評議員）
 5 ）日本血栓止血学会（DIC部会長）
 6 ）American Society of Hematology
 7 ）American Society for Cancer Research

学会活動愛光学園（愛媛県）卒業
平成 5 年 高知医科大学医学部卒業 
研修病院・研修施設  
高知医科大学  
Cedars-Sinai Medical Center, UCLA 
School of Medicine  
臨床専門分野  
１）造血器腫瘍
２）造血幹細胞移植
３）血栓・止血 
研究分野  
１）白血病の新規治療標的分子の探索
２）血管内皮細胞学  
３）移植後合併症の予防法の開発
趣味：トレッキング、ジョギング

福島県立安積高等学校卒業
平成10年 杏林大学卒業
研修病院・研修施設
福島県立医科大学
臨床専門分野
１）血液病学
２）HIV感染症
研究分野
１）動脈硬化

医局長（学内講師）
木村　　哲

福島県立安積高等学校卒業
昭和62年 福島県立医科大学卒業
研修病院・研修施設
福島県立医科大学
臨床専門分野
１）血液病学全般
２）造血幹細胞移植
研究分野
１）白血病細胞学
２）白血病における遺伝子解析新医療系学部　　　　  

設置準備室兼務（教授）
小川　一英

福島県立安積高等学校卒業
平成 8 年 福島県立医科大学卒業
研修病院・研修施設
福島県立医科大学
臨床専門分野
１）血液病学
２）消化器病学
研究分野
１）血液病学
２）動脈硬化
３）骨髄腫の病態

副部長（准教授）
大河原　浩

福島県立磐城高等学校卒業
平成15年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）血液病学
研究分野
１）血液病学

助教　高橋　裕志

福島県立磐城女子高等学校卒業
平成19年 福島県立医科大学卒業
研修病院・研修施設
福島県立医科大学
臨床専門分野
１）血液病学
研究分野
１）血液病学
趣味：園芸

助教　原田　佳代

平成29年 信州大学卒業
臨床専門分野
１）血液病学
研究分野
１）血液病学
趣味：野球

助手　森　　博隆

福島県立会津高等学校卒業
平成26年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）血液病学
研究分野
１）血液病学

助手　深津　真彦

私立千葉日本大学第一高等学校卒業
平成30年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）血液病学
研究分野
１）血液病学
趣味：旅行、ミュージカル鑑賞、フルート

演奏

専攻医　遠藤麻美子
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専門医受験資格のために必要とされる技能・手技目標
・内科専門医
　認定内科医を保有し、学会指定研修教育病院で 3 年間以
上の研修歴があること。試験は約20例の症例病歴要約提出
＋専門医筆記試験となる。

・血液専門医
　認定内科医を保有し、卒後 6 年以上の臨床研修（そのう
ち 3 年以上は日本血液学会指定研修施設で研修）＋日本血
液学会会員歴が 3 年以上であること。また、臨床血液学に
関係した筆頭者として学会発表又は論文が 2 つ以上あるこ
と。試験は15例の診療実績記録＋専門医筆記試験となる。

1
2
3
4
5

後期研修協力病院

関連病院名 所在地 指導医名
甲斐　龍幸
神林　裕行
三田　正行
大田　雅嗣
濱崎　洋一

血液疾患センター長
血液疾患センター長
血液・腫瘍センター長
血液内科教授
血液内科主任部長

北福島医療センター
太田西ノ内病院血液疾患センター
白河厚生総合病院
福島県立医科大学会津医療センター
いわき市医療センター

伊 達 市
郡 山 市
白 河 市
会津若松市
いわき市

職　名

指導医からのメッセージ指導医からのメッセージ
　血液内科では貧血などの日常しばしば遭遇する良
性疾患から、白血病をはじめとする血液がんまで幅
広く診療を経験することができます。大多数の血液
がんの患者さんには中心静脈カテーテルを挿入して
抗がん剤治療を行いますから、その手技を研修期間
中に習得することができます。抗がん剤治療後は感
染症をほぼ必発するため、抗生剤の適正な使用法を
習熟することが可能です。わたしたちの施設では、
造血幹細胞移植をコンスタントに毎月2～3例行って
おり、抗がん剤や免疫抑制剤の使用法のみならず、
疼痛緩和における麻薬の使用法などについても学ぶ
機会に恵まれます。移植後は感染症だけでなく、電
解質異常、肝障害や腎障害など、さまざまな合併症
を併発するため全身管理についても深く学べます。
また、私たちは目の前の患者さんを治療するだけで
はなく、今後さらに血液がんの治療成績を改善する
ために基礎研究も盛んに行っています。希望者には
国内外を問わず若い時期からの留学も積極的に勧め
ており、globalに活躍する人材の育成に努めていま
す。新専門医制度に対応するために平成28年度に新
たに設けられた講座です。是非、若いみなさんと一
緒に頑張っていきたいと思っています！

後期研修プログラム

大学院・留学について

修得すべき手技や手術経験目標数など

知　　識

実　　技

学術・研究

【血液】

　当大学の規定に沿った大学院進学が可能であり、おすす
め致します。専門医と博士号の同時取得が可能です。
　国内外の留学もみなさんにおすすめしています。
　留学例としては、カリフォルニア州立大学ロサンゼルス
校、シンガポール国立大学などがあります。

・血液疾患における診断法と化学療法、造血幹細胞、
分子標的療法を含めた治療法

・単純X線、CT、MRI、PET等の読影と診断
・感染症治療、輸血などの支持療法
・悪性リンパ腫等の病理組織的知識
・放射線療法及び外科的処置の知識
・EBMに基づいて血液疾患患者の治療計画と見通し

を立て、個々の患者に応じた適切な治療管理をコー
ディネイトできる

・末梢血液塗沫標本の作成と鏡検
・骨髄穿刺および塗沫標本の作成と鏡検、骨髄生検
・髄液検査及び抗腫瘍済の髄腔内注入
・種々の画像読影
・造血幹細胞採取（骨髄採取および末梢血幹細胞採取）
・化学療法
・免疫抑制療法
・造血幹細胞移植
・全身管理
・心中静脈カテーテル挿入

・年1回以上の学会発表及びその論文作成
・研究（臨床研究、橋わたし研究、基礎研究）

安積黎明高等学校（福島県）卒業
平成30年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）血液病学
研究分野
１）血液病学
趣味：犬と遊ぶこと

専攻医　柳沼　真維
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